









一 脚 兩■一、}駻".τ ▼ え'!凧「■■一卩■■曜■■璽■■■『一
物 理 化 学 の 進 歩Vol.f4nNo.4.(1940)
珂
1












川 北 公 夫 … 〒9
タト 網1修 一・86
小 野 宗 三 郎 …101













超晋波作用に就て ノト 里f豸ミ 三 聾β・一159
不飽和妛化水素の結合エネルギ ーとその反應の活性化エネルギ 」…長 .谷川 繁 夫…177
抄 錣
5α 周短 比熱 の低 濃 に於 け る促 下 を証 す る簡 單 な箕 瞼(9じ0)51.加 熱 線 及 び 礙 よ り放 田 せ られ た
る イォ ンの性 質(200)52.4線 に依 るN20の 分 解1こ及 ぼ す電鴆 の影 響(盟)1)53.ニ チル
華 の反 癒 〔201)54.メ チル エチ ル ケ トンの 光 分解(202)55、 ヘ モ グ ロ ビ ン を含 むボ ル7イ リ
ン化 合 物 に依 るp・H2の 糖 移(203)56・ 不 均 一反 應 の 絶消 遮 度(ID電 拯 反 懣(203).57.フ ェ
昌ル イ ソプ ロピ ル ポ タ シ ウ ムの存 在 に於 け る プタヂ ニ ン 】,3凱合 の勁 力學(204)58.合 金 觴 媒 の
活幡 化 熱 に對 ナ る規 則一 不規 瑚配 列 現 象 の 影響(205)59・ 有機 双 合 殖 の透 週 性(205)60・ 昌
ッヶ ルに よ る水 素 の物瑰 的 並 に 活 性 化 吸着 の熱 量 的 研究(207)61・ 高 分子 鞠 質 オ ルガ ノ ゾル の
安 定 度(207)














































































































































































































































































一一 一 一巾 革 ← 一 一 一
特 殊 會 員 蒡 名(曜 和十五年八月現在,ABC.順)
名 尋 盆 員
松 井 元 興取
寳 助 倉 員
譲 口 宿 三 郎殿 甜 円 政 夫 郎殿 砲 田 利 吉 郊殴 木 保 春 清殴
金 季 濛毅 瀧 野 孫 二殿 津 田 三 郎殿 山 田 孝 三 郎殿
田 本 信 夫殿 全 用 淳貝
維.持 倉 員





川酉蟹嬾 作所殿 南滿洲嬢迸株式會杜殿 日本電池株式倉引:殿
日本クロス工業株式脅融殴1.1本 製錬株式會肚綬 日.本香料藥品株式會融:殿
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日本 物 理化 學研 究會 廣告
今般槍 の規則轍ii三伽 建闇,下 紀の如 く御承嬬!啣 乾候
日 本 物 理 化 學 研 究 會.規 則 摘 要
`主として會誌に醐するもの)
第.二條.糟 ハ物珊 膵 欄 ス喘 勒 蹴 嘆 勵瑛 ・.撒咽 リ綱 轜 陸 於ケ'・.剛靴 學=喋
ノ樹立助成ヲ以テ同的 卜λ.
第 三 條 禰'・融 川 的離 ・錫左川 潔 ヲ御 仲 略)三・會誌 「物靴 學の並埆 旗 ・ノ呶
號ノ刊.行..
箪軍 燦 飢 い 柳1化横 ノ.研究飛 ・麻 腰 ノ乂ハソノ遞歩MPtten・e・71iスル個人又ハ}贈 極




・ 凶 .蹌 事 其 ノ他..
.欄 櫛 二條 原軸 ・テ㈱ ス・研 究諭交・嚠 酬 暉 欄 スルモノ昌シテ禰1臓 敗 ハ大鞦 擾
ノ研究或ハ ソノ査任アル紹介昌ヨルモノタルコトヲ要 λ
細則箪三條 禽毯「物理化果め進歩:ハ食員邑配市シ且ツ曲理化學知識啓及ノII的ヲ以テ之ヲ發費ス
網則第凶娠 歐交聾ハ「物珮化學⑳匙ル」厨載 ノ原報及ヒ.我國二於 ケ.ル殉理化學研究ノ抄蠑 フ描職ス
縞朋第五繰 跌文聾ハ本邦昌於ヶル鞠理化墨ノ研宛.ヲ海外二報介スル目的 ヲ以テ之 ヲ襲鷹ス.
.、 皿 シ外國昌於ケル著明ノ物理化學研究者蚊轟研究攫關高寄瓣スルコトァル^シ




細即第八條 紳 鯲 ン・金五拾圓 トス ∬足シ既納ノ霰 胞 含セス
從來の「物理.1ヒ學め廸 レ」購読會fl.1ま今囘の改正に基 き會 員と改欄1:候





晴 和 十 五 年 五 月
,・1御 斷 り
本誌前輯の此の頁に昭和十三年十二 月附の古い廣告が載つて居 りますが,こ れは印鰯所の手
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購 讀1希 望 め 向 は 邦 文 會 誌 の 方 は
東 京 市 耐1.田區 表 祠i保町 三 東
、
同L京 橋矗 槇 町 三 丁 目三 北

























日 本 イ匕 學 會 規 貝1」摘 要
第 二 輝 本曾は牝學の進歩森ひ善及を囲るを以τ目的とす
第 四 矇 曾員は仕學に密接なる閾係を有.する閲人又は團瞳たるへし(以下略)
細則第土蝶 食貝は下の資梧の一を備ふへし
一 牝孥著 くは化學に密蟄の關係ある學科を修め又は有盆なる研究論文 を公にしたるこ.と
一 俾 上蜻 の囎 を909くF;Aeエ9tこ勧 て實働 敬 置に立ちit6こと
一 牝學 に密接なる關係を有する法人」くは二れに相當する團體たること
第 六 像 入禽を望む者は會員二名の紹介を以て學歴等を記入 したる申込書を曾長に差出すヘ レ、其の
可喬は常躍曾1二於て之を決す
第 十 五 絛 常曾は倉務報告及學慚講演 等の爲め四八兩月を錬き毎月之を閉 く(以下略)
第 十 七 峰.年會に{中酪)毎年 糊月之を開 く(以下略)・
第二十二燦 本.曾は毎月一囘 日本化畢曾誌を駁行す、日本化畢會誌は之を邦交及厭文の二種に分つ
細則第ゴ十穴像 會誌 には銀文、綜説、抄簸、雑鑠、記亭等の醐を設 く但し歌交曾誌は報文を圭 とす
第;十 三像 曾誌は曾員に醗布し且畢術甍及の 目的を以て之を要賣す
第三十四絛.曾 貴鼻ま二萵年金捻网とす1・
第;十 六峰 曾毀はλ曾鰓可の月よb納bへ し
細則第三十三慷 曾費ほ毎年四刃及ひ十月の二賜に於て牛年分宛(四 月よ り九児まての分を四月に、十







? 入會希望者 に して紹介者 なきときは學業履雁及び現職 を特 に詳記 しτ事務所へ申込 まるぺ し
,一. .1一





日 本 化 學 會 編 纂 發.行
化
?
英 獨 佛 和 對 譯
内 客 見 本




菊 版 特 袤 箱 入
紙欺二百入十餘買
セ ンキ ンゾ ク 賤 金 屬baヨe・metaLU配delmeヒaIl(n),漉皰`60搬η襯η(鵬)
セ ン コウ 選 籔.oredressing,Erτbeha6k¢n(n),d78888融8觚d8吾77廃π6γα狛(徊⊃
セ ン コウ キ 旋i光器poねriscope,PolarbkOP(n),po～aγ掬σOP8(鋭〕
セ ン=ウ ケ イ 隆 光 計po㎏2iロe㎞,Po圃 皿eker(ロ),7x9α7'助箆`7℃(摺}




セ ン コウ ブ ン セキ 麟 三 ε。`"螂(ηL}溶媒
(f)9α7畷ンsεSol鴨ヒ(n)溶 媒 和午b
セ ン シバ イ ヨ ウ 穿 刺Sol▼a蹴 董on(f}溶媒 和
。。。ず9監諡,畷 雛,皿)}溶媒・物
講:3舞 蓁齲.::i;默(∫}}蜘
セ ン シ ・クダ ン 淺 色團80ive虻 溶 媒
版
SOL-SP醤
Spa!¢en(n)分割1ラ セ 羣化合 翰o】
Sp己ltu冂9〔0劈開1紬 晶の 】;開裂 【有




8park8pectrum.火 花 λペ ク トル
Spa宦eben5tei艮(m)菱蠍
飜(窄,}・










日 本 化 學 會
發
東京市 日本橋區大傳馬町』丁 目
内 田 老 鶴 圃
踏 東京一ニー四メ潘 竃議茅場町五五九一・番
賣 所
東 京 市 日本 橋 區 通 二 丁 目






、 し ψ ・.'.1・'.}'・ 幽.一 ・『齟㌔.1・ 黜
















帳 コ 三 活 各
.皿 一n一 色 輝 一種 一
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月 刊 自 然 科 學 雑 誌
科 學
安 藤 廣 太 郎 岡 田 武 松 廾
柴 田 雄 次 橋 田 邦 彦 純
肉然科學 の進展 口ざま しく,學 界,の活躍釜 々盛 ん な らん と.する時,苟 も
之に心 を寄す る人 々は 自然科 學全 般の不斷 の情勢 を知 るべ き何等 かの機闘
を必要 とす るで あ ら う.h
本誌は 英 のNa【ure,米のSci。nce,佛のRevueg6L面ale,獨のN繕tur-
wi蹴nschalten等と使命 を同 じ うす る もので あつて發刊 以來10年 の議 月を
閲 し,茲 に全 く我國唯 一 の一般 白然 科學 難 誌 として の内容,1艘裁`.槽威 を
具ふ るに到つた.學 徒諸 士は 本誌に よつて初 めて 各 自に 必要な る靦野 を得




第 且0卷 第9號 内 容 梗 欖
卷 頭






















發行所 蛎 鯉 蹙 岩 波 書 店
定 價50鰻 僭 料L5鋤 電 話 九 段(認)黷0】87





























































主 筆 工學博士 冥 多 源 逸
月 刊 化 學
rノ　'.第6卷
[220].i',r塑們…礎 形 「こ就 て(匸)











































[2241紛をマ グ ネ シャ 及「畏化 力.ルシ ウムに 分散 した ものに
對 す る水素 の 吸 漕
匸225]有機化 合 鞠 に 對 す る放 電 の{、…用[日
[盥6]可蝦性 擁 形 に就 て(E)









































































































囘 本 物 理 化 畢 研 究 會
指…替9京 郁604ア 番
.岩 波 .書 店
聖聯 齢旧騒一ツ樋ニノ三
丸善株式會就京都支唐
"觚ぎ沖 駆甌皇延 既犁 尾
◇ 本笛に圏ナる批評,注意,要 求は京都帝國大學鞠理化串研究室内,外Ili修宛に願ひ霍ナ・
